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新設されたビジネス農林業推進室

津山線高速化は？

津山線高速化とは？

答答 わ
れ
て
い
る
津
山
線

高
速
化
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
か
。

高
速
化
よ
り
、
観
光

列
車
に
よ
る
誘
客
で

利
用
者
を
増
や
す
ほ

う
が
効
果
的
で
は
な

い
か
。 選

挙
公
約
で
言

実
現
の
乏
し
い

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

車
両
の
運
行
や
線
路

の
複
線
化
な
ど
の
方

法
が
あ
る
が
、
課
題

が
あ
る
こ
と
も
認
識

し
て
い
る
。

列
車
を
は
じ
め
、
夜

桜
列
車
や
昨
年
か
ら

は
地
酒
列
車
の
運
行

問問

農林部の設置、目指す中身と目標は

答

答

す
る
理
由
は
。

地
域
の
風
力
発
電
の

現
状
は
。

農
林
部
を
設
置

加
茂
町
五
輪
原

本
市
は
多
く
の

当
初
の
計
画
か

農
業
生
産
地
域
が
あ

り
、
広
大
な
森
林
が

広
が
る
良
質
な
檜
と

杉
の
産
地
で
あ
る
。

和
牛
の
飼
育
や
小
麦

の
産
地
化
も
進
め
て

お
り
、
温
暖
な
気
候

と
恵
ま
れ
た
土
地
条

件
を
活
か
し
た
農
林

業
を
基
幹
産
業
と
し

て
い
る
。
高
齢
化
に

よ
り
、
農
地
が
守
れ

な
い
な
ど
の
危
機
的

状
況
が
あ
る
一
方
で
、

農
地
の
集
約
化
や
法

人
化
な
ど
農
業
の
大

転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
農
林
業
を
「
強

く
て
儲
か
る
産
業
」

ら
遅
れ
が
出
て
い

る
。
現
在
、
詳
細
設

計
の
段
階
で
あ
り
、

事
業
実
施
に
向
け
て

関
係
機
関
と
許
認
可

に
関
す
る
協
議
に
入

る
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。

問

問

答

城
東
・
城
西
地

区
に
も
エ
リ
ア
を
拡

大
し
、
商
店
街
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
加

え
、
歴
史
的
町
並
み

の
雰
囲
気
づ
く
り
に

も
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
。
事
業
の
総

括
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
効
果
が
図

れ
る
制
度
設
計
を
行

い
た
い
。

向
け
、
サ
マ
ー
レ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、

事
務
事
業
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
う
。

事
業
効
果
を
最
大
限

に
高
め
て
い
く
た
め

に
は
、
優
先
順
位
や

目
標
数
値
な
ど
の
精

査
を
行
い
、
実
施
計

画
の
再
構
築
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
中
期

実
施
計
画
を
一
年
前

倒
し
、
今
年
度
中
に

策
定
を
行
い
、
具
現

化
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

お
示
し
す
る
。

吉田耕造

森岡和雄

「行政の守備範囲」を図るべき

津
山
線
高
速
化

観
光

財
政

空
き
店
舗
対
策

機
構
改
革

風
力
発
電

答 問

問

え
れ
ば
、
第
五
次
総

合
計
画
の
事
業
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

事
業
の
今
後
の
考
え

は
。

財
政
状
況
を
考

空
き
店
舗
対
策

財
政
健
全
化
に

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆

◆◆

空
き
家
対
策
の
現

状
に
つ
い
て

補
正
予
算

平
和
問
題

津山自由民主倶楽部

津山自由民主倶楽部

日本共産党
津山市議団

中村聖二郎

も
始
ま
る
な
ど
本
市

の
鉄
道
遺
産
と
の
相

乗
効
果
に
よ
り
盛
り

上
が
り
を
み
せ
て
い

る
。

　

ま
た
、
津
山
線
は

本
年
運
行
１
２
０
周

年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。

実
施
計
画
を
一
年
前

倒
し
、
今
年
度
中
に

策
定
を
行
い
、
具
現

化
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

と
す
る
た
め
、
農
林

部
を
設
置
す
る
。

市政のあり方を問う！

　可児市の子育て支援施策について、企業主導型の保

育園や、駅前に開設されたばかりの子育て健康プラザ

を視察しました。地域をあげて切れ目のない子育てサ

ポート体制を推進しており、大変参考になりました。

「病児保育室方
はこぶね

舟」において、平成３０年３月か

ら病児の受け入れを開始した。これにより、病気

のため登園や登校ができない時に子どもを預かる

病児保育施設は「こどもデイケアルームさくら」

とあわせて２施設となり、１日に２４人の病児を

受け入れることができるようになった。

　冊子の印刷企業を決定する

際に、デザイン提案をしても

らうことで、紙面の読みやす

さの向上につなげていました。

また、議員によるまち歩き企

画の記事も目を引きました。

　読者の目を引くレ

イアウト・デザイン

だけでなく、各種企

画記事も充実してお

り、今後、本誌を充

実させる上で多くの

ヒントを得ることが

できました。

　特定健診の受診率が３割に満たない津山市に対し、犬山市では４割を維持しています。眼科医と連

携した糖尿病患者の重症化予防事業や、ウォーキングアプリを用いた生活習慣改善のきっかけづくり

など、市民の動機付けに工夫を凝らし、効果的かつ効率的な保健事業の取り組みを視察しました。

厚生委員会と広報調査特別委員会が先進地視察を行いました。

岐阜県可児市〈５月1５日〉

大阪府箕面市〈５月７日〉

滋賀県竜王町〈５月８日〉

みんちゃい８５号より（平成２９年６月定例会）

平成２９年１２月中の開設を目指し、施設を整備している。１日

に１８人の病児を受け入れることができる。

かぜや発熱などのある子どもを預かる病児保育の現状と施設規模は?

愛知県犬山市〈５月1６日〉

可児市の子育て支援と市内の保育の現状

議会だよりの企画・編集について

国保加入者における保健事業の取り組み

視察報告先進事例を学ぶ！

厚生委員会

広報調査特別委員会　

あの質問

その時の答え

その後の状況・・・

Q その後どうなった！？


